





ケー競技において、男子は全 129 得点のうち 47 得点
（36%）が、女子は全 189 得点のうち 72 得点（38%）
が PC からの得点であり、男女共に全得点の３分の
１以上を占めていた（Organizing Committee for the 
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グにおける、2018 年シリーズ男子H１全 32 試合、女
子全 75 試合、2019 年シリーズ男子H１レギュラース
テージ全 30 試合、女子レギュラーステージ全 42 試合
を基礎データとした。試合中に獲得された PC は男子
H １：297 本（2018：127 本、2019：170 本）、女子：
512 本（2018：294 本、2019：218 本）であった。そ
の中から、得点が決まった PC のうち、リバウンドで








































・LACG：left area close to goal.
・LAFG：left area far to goal.
・RACG：right area close to goal.
・RAFG：right area far to goal.
５）．シュートコース（図２）
・SLBG：shot left backboard goal.
図 1．サークル内のエリア（Mosquera, R et al., 2007）
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・SLNG：shot left net goal.
・SRBG：shot right backboard goal.
・SRNG：shot right net goal.
3．分析方法























































































































＝ 12.26, p<.01））。多重比較の結果、男子は LAFG と
RAFG の度数が LACG と RACG の度数よりも有意に





















































































































































































　Mosquera, R et al.（2007）は、国際大会における














Subijana et al., 2012）。しかし PC から得点を狙う際
には、ドラッグフリックによって放たれたボールの
速度は速くかつ正確であることから（Chivers and 
Elliott, 1987）、ヒットやプッシュに比べ 1.4 ～ 2.7 倍
も効果的とされている（McLaughkin, 1997; Yusoff et 







フリッカーが 25.4 ± 1.3m/s であり、男子６人の平均



































Subijana et al., 2011,Meulman, H et al., 2012）。しかし、
その一方でドラッグフリックの動作特性から、ヒット
に比べて左下肢および腰部への負荷が大きいため、負
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